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第 13回服部商店勉強会・展示即売会 

 

３月１５日土曜日に開催した第１３回服部商店勉強会には大阪府・兵庫県・奈良県・三重県・京都府・

和歌山県・神奈川県・福島県の方がお見えになりました。 

ご参加された方の職業は建築士・工務店・材木屋さん・家具メーカーさん・工房の方・公務員・エンド 

ユーザーの方々でした。 

今回の勉強会にご参加された方の一人の方が東日本大震災の被災地の方でした。その方は福島県いわき 

市から夜行バスにて、はるばる大阪の辺鄙な岸和田まで来て頂きました。 

その方との、ご縁は服部商店のホームページに掲載しています商品を購入して頂いた時に小生が毎月書 

いています服部新聞の CD-ROMをお送りした事でした。 

服部新聞を毎月読んで頂いている方は日本全国に１８００人ほどいらっしゃいますがその方々の木作

りの為にお役に立つためのツールとしての服部新聞を利用して頂く事も本当に大事な事だと痛感していま

す。 

今回は日本産のタモ原木の製材を見て頂きました。いつものように木に優しい製材方法をとりましたが、

製材の途中で原木が突然割れました。この割れた時、如何にこのキズと言うか、欠点を逃がす木取りを服

部が本当に上手く出来たのかが写っています。見て頂いたら解ると思います。（別紙に申し込み用紙を用意

しています。） 

突然のアクシデントをカバーするのが正しい製材方法ですが、それは簡単な仕事では有りません。しか

し正しい製材方法を取っていればなんら問題はないのですが、本当はこれだけで製材方法が正しかったの

かを判断出来ないのです。 

 小生が行う製材の木取り『木取りとは木なりに製材する方法です。板目・柾目・どう言う厚みの板を取

るのか等の木取りの方法』が正しい方法だとは皆様に製材を見て頂いた時決して決まっていません。と言

うより製材が全て終了した時点で初めて解ります。 

終了した時点とは寸検をして歩留まりを計算した時点だと思っています。木に優しい製材方法を取って

いても、赤字の木取りをしていたら服部商店は潰れてしまいます。 

正しい木取りとは、木に優しい木取りをしながら，お客様が必要な材も取り、ライバルの同業者より高

品質な製材品を作り、そして十二分に会社経営が出来る黒字になる木取りをする仕事です。 



今年の広葉樹原料集めは大変です。 

 服部商店は現在日本の広葉樹マーケットで流通しているアメリカ産広葉樹・国内産広葉樹・ヨーロッパ

産広葉樹・ロシア産広葉樹を取り扱っています。 

製品および原木を取り扱っており相場観を、年間を通して養うのが日常業務です。それはいつもお客様

に材を購入していただく時に絶対に必要な条件『価格・品質共に服部商店の商品が他社製品より優れてい

る事。』だと思っています。 

 最初にアメリカ産広葉樹からご説明させて下さい。昨年夏にアメリカ本土を襲った集中豪雨、それによ

る洪水、そして 1 月～2 月の猛烈な寒波によって伐採の大幅な遅れ、リーマンショックから立ち直る兆し

を見せる住宅の着工数の増加等の為に全ての広葉樹原料価格が高騰しています。もう少し詳しくご説明し

ます。 

 今流行のブラックウオールナット材（アメリカ広葉樹生産数量の統計表を見ると全体の１％以下です。）

は、慢性的に足りない状況が昨年の秋口から続いています。落ち着くのはおそらく来年以降になると思い

ます。それまで混乱は続くと思います。 

 今期のアメリカ広葉樹の最も大きな特徴は、全体の３０％を占める一番供給の多いレッドオーク材まで

供給不足になっている事です。 

次に量的に有るホワイトオーク材も供給が安定しません。アッシュ材も足りません。ポプラ材（正式名・

チューリップウッド）も二番手の産地の材までも供給が安定せず大幅に値上がりしています。 

 ハードメープル材も一番多く伐採される 1 月～2 月の寒波の為に特に伐採が遅れ先々品不足が非常に

心配です。 

ブラックチエリー材だけが供給は決して多くは有りませんが何とか横ばいで生産されているそうです。

（為替変動を除く）ただし厚みによって供給不足の材は有ります。 

国内産広葉樹材を次に書きます。主力のナラ・タモは、目細材は慢性的に供給不足です。目荒材も昨年

比３０％位価格上昇しています。これはロシア材が２０～３０％値上がりしている影響だと思います。 

カツラ材は慢性的に赤身材が超供給不足です。と言いましょうか無いもの高です。ホオ材は姿かたちの

良い良質材だけでなく、下級材も不足気味です。 

宮内庁に主に使われるマカバ材（日本人の好むサクラ色の材）は京都の大手内装メーカー以外は使えな

い価格になっています。 

セン材も目の細かいヌカ目材は慢性的に供給不足です。シュウリサクラ材の供給量は多分昨年比５０％

減っています。ヤマサクラも昨年比３０％位供給が減っていると思います。 

彫刻に使われる良質のシナ材も不足気味です。その原因はシナベニヤ用の下級材まで品不足が顕著で昨

年比２５％位値上りしています。 

国内産広葉樹原料は全ての樹種で供給不足です。多分全体で言えば３０％位供給が減っているのと思い

ます。 

ヨーロッパ材は日本へ多く輸入されているのはヨーロッパビーチ材（ブナ材）です。そのブナ材は為替

が３０％位円安に変動しているのでその分値上りしています。ヨーロッパのオーク・アッシュも為替分値

上りしています。 

ロシア産広葉樹はナラ・タモが主な樹種です。共に昨年比２０～３０％（為替変動を含む）値上がりし

ています。そして価格以外のことで顕著に現れてきたのが、原木の径級が細くなっている事です。７０セ

ンチ上の原木は超不足しています。 

全広葉樹原料が不足しています。この状況が続けば木材業界の淘汰は益々進む結果となると予測します。

仕入れで北海道に毎月出かけていますが、大手製材メーカーは下級材も多く集めないと工場を回せない状

況に陥って四苦八苦している姿を見たとき、良質材だけを買い付けて利口に商いが出来る態勢が出来てい

る服部商店の材は御客様に対する一番の贈り物だと思っています。 



旭川出張の旅 

冬場に北海道旭川に広葉樹原木の仕入れで出かけています。その時の買い付けに行くまでの道中の景色

を紹介させてください。列車はローカル線らしいでしょう。 

毎朝 7時 52分発の比布行きの列車に乗っています。小生の座っている前の座席には誰も乗っていませんが

3年間同じ顔の高校生と会っていました。 

 

 

 

 

 

 

 

（向こうはわかっていないと思います）この３月末 

に高校を卒業して新たな人生を送る事と思います。 

来月の４月には新しい高校生と会う事になると思い 

ます。３月は春休みの為に高校生には会いませんでし 

た。写真は旭川駅の構内を写した物です。タモの造作 

材が多く使われておりさすが木材の町の駅らしいと思います。 

旭川の市が開催される永山町に一番近いのが永山駅で

す。ローカル駅らしい趣が有り情緒が有ります。この

駅から徒歩１０分で旭川林産協同組合の展示場に着き

ます。 

 

 

 

                         

 

 

 

 

毎回このルートを朝と夕方通っているのです。タ

クシーに乗るのは入札が行われる当日の朝だけです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

旭川駅から永山駅までには旭川四条駅・新旭川駅と二つの無人駅が有ります。 

写真は帰りの永山駅からレールを写しました。物凄く長い直線コースである事が解ると思います。これ

も建設当時雪の障害を少しでも少なくする為の知恵だと思います。 



 

講演依頼 

来る２０１４年８月２１日に大阪市中央区久太郎町３－６－８御堂筋ダイワビル２ＦのＴＯＴＯ㈱テキ

ニカルセンターにて１８時 30分～20時 30分の 2時間の公演をすまいトークを主催される大阪市内の小峠

敏幸建築士さんから御願いされました。 

小生は小さい頃どもり癖が有り、今でも人前で話をするのは凄く苦手ですが、今の大阪の木材業界を見

回したとき、お話だけなら小生より上手な方は多くいらっしゃると思いますが、エンドユーザーに対して

（建築士さんの言葉でクライアントさん）本当に正しいお話が出来てしかも現場で木と格闘し仕入れ現場

で熾烈な仕入れ競争をしている現役の材木屋はそんなに多くないと思いお受け致しました。 

勿論無垢材のお話がメインですがここで細かいお話をする事は出来ませんが、もしお時間が有れば是非

お来し下さい。 

 

                          

 

 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＊サンプルを交えて業界の面白いお話『カバサクラと言う名前を付けた商品を販売している業者は本

当の木の話は出来ない』等をするつもりをしていますが、こんな話をして欲しいと言うご要望が有れ

ば是非ご連絡ください。別紙のアンケート用紙をご用意しています。 

 

  



 

ＦＡＸ ０７２－４２２－８５７７ 

 

 

                

 

第 13回服部商店 勉強会の映像を写したＣＤ－ＲＯＭ・ブルーレイを実費（郵送料を含む）

525 円でお分けしますので必要な方はお申し込み下さい。なお 540 円の切手とこの申し込み

用紙を郵送して下さい。 

 

 

１、 ＣＯ－ＲＯＭ希望 

 

はい                   いいえ 

 

 

２、 公演会に興味がある。 

 

 はい                   いいえ 

３、 講演会でこんな話をして欲しい 

 

 

（                                         ） 
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